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├ 言いたい放題！ アッキー28号（26） 「ともに学ぶ」と私 

├ シリーズ『作らずにはいられない』 発酵食品の真理 

├ 鶴島昭雄さん（枚方在住）に聞く「戦争の体験」(18) 

   戦災孤児 

├ 思い出話 浪華から大阪へ（11） 

├ 今月の五行歌 

├ 原発賠償関西訴訟第17回期日の傍聴に行きました。 

├ イベント紹介 ├  

３月２１日に枚方市役所前の岡東中央公園で「交野ケ原フェスタ３・２・１」が開催され、撮影させていただきまし

た。地元の演奏家やダンスチームがステージでお客さんを楽しませ、出店ブースもたくさんで賑わいました。地元の

障害者施設「こどもテラス」のみなさんも初めて出店され、珈琲を販売しながらお客さんとの交流を楽しまれていま

した。（写真）はスターダスト河内のみなさんの踊りです。とても力強かったです。 （フォトグラファー花歌） 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 

２０１８年４月号 



（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０１８／０４ 

〈２〉 

 
一

月
末

、
「

前
文

部
科

学
事

務
次

官
・

前
川

喜
平

さ
ん

を
囲

ん
で

『
と

も
に

学
び

、
と

も
に

生
き

る
』

教
育

を
考

え
る

」
学

習
会

に
参

加
し

た
。
前

川
さ

ん

の
お

話
は

広
い

地
平

か
ら
「

学
ぶ

」
を

考
え

語
ら

れ

て
感

心
し

た
が

、
そ

の
話

の
前

に
障

害
を

持
つ

子
ど

も
の

保
護

者
等

か
ら
「

と
も

に
学

ぶ
」
の

実
践

の
報

告
が

あ
っ

た
。
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

お
子

さ
ん

の

小
学

校
へ

の
進

学
が

決
ま

っ
た

こ
と

、
知

的
障

害
を

持
っ

た
お

子
さ

ん
の

高
校

受
験

と
学

校
生

活
の

お

話
等

、
困

難
の

中
を

前
に

進
も

う
と

す
る

、
い

き
い

き
と

し
た

報
告

で
あ

っ
た

。
 

 
さ

て
、

私
の

上
の

息
子

は

22歳
で

、
自

閉
症

と

い
う

障
害

を
持

っ
て

い
る

。
生

育
歴

を
語

れ
ば

、
親

子
教

室
で

勧
め

ら
れ

保
育

所
に

入
所

。
就

学
は

最
初

地
域

の
小

学
校

を
望

ん
だ

が
、
結

局
養

護
学

校
（

当

時
）
に

入
学

。
そ

の
後

放
課

後
留

守
家

庭
児

童
会

室

で
障

害
の

な
い

子
ど

も
た

ち
と

共
に

過
ご

す
中

で

言
葉

の
な

い
息

子
も

大
き

な
学

び
を

し
て

い
る

こ

と
を

実
感

し
て

、
小

４
か

ら
地

域
の

小
学

校
に

転
校

。

そ
し

て
小

学
校

の
目

の
前

に
あ

る
中

学
校

へ
。
高

校

は
「

定
員

割
れ

」
で

、
自

宅
か

ら
約

12キ
ロ

の
道

の
り

に
あ

る
公

立
高

校
に
「

前
代

未
聞

」
と

言
わ

れ

な
が

ら
入

学
、

３
年

間
で

な
ん

と
か

卒
業

で
き

た
。

振
り

返
る

と
、
私

た
ち

親
子

は
、
障

害
を

持
つ

子
に

は
そ

れ
に

ふ
さ

わ
し

い
学

び
が

あ
る

と
す

る
「

分
け

る
」
教

育
か

ら
、
障

害
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

地
域

で
共

に
育

と
う

と
い

う
「

と
も

に
学

ぶ
」
教

育
へ

と
、

試
行

錯
誤

で
シ

フ
ト

し
た

と
い

う
と

こ
ろ

か
。

 

「
知

的
障

害
を

持
つ

子
に

、
普

通
の

子
と

同
じ

学
校

に
行

か
せ

よ
う

と
す

る
の

は
、

親
の

エ
ゴ

で
し

ょ

う
？

」
そ

う
問

わ
れ

た
ら

ど
う

し
よ

う
と

昔
私

は
よ

く
考

え
た

。
「

障
害

を
持

っ
て

い
て

も
、

お
ん

な
じ

人
間

、
同

じ
い

の
ち

で
し

ょ
う

？
 

同
じ

社
会

で
生

き
て

い
く

の
だ

か
ら

、
同

じ
教

育
を

受
け

た
方

が
い

い
の

で
は

？
」
今

な
ら

そ
ん

な
風

に
答

え
る

だ
ろ

う
。

「
同

じ
い

の
ち

」
で

説
明

で
き

る
、

そ
こ

に
至

る
ま

で
に

私
は

十
数

年
も

か
か

っ
た

。
 

 
障

害
を

持
つ

子
を

授
か

る
と

、

一
般

に
親

は
そ

れ
ま

で
の

価
値

観
の

転
換

を
迫

ら
れ

る
。「

早
い

」

「
よ

く
で

き
る

」「
優

れ
て

い
る

」

等
々

、
そ

れ
ま

で
の

人
生

で
身

に
つ

け
て

き
た

評

価
の

基
準

で
は

我
が

子
を

測
れ

な
い

。
「

基
準

外
」

で
あ

る
我

が
子

を
受

け
入

れ
育

て
て

い
く

た
め

に
、

新
し

い
世

界
の

基
準

が
必

要
だ

。「
マ

イ
ナ

ス
」「

無

用
」

と
そ

れ
ま

で
考

え
て

い
た

よ
う

な
と

こ
ろ

に

ど
の

よ
う

に
豊

か
さ

を
見

出
せ

る
の

か
。

障
害

と

の
出

会
い

は
、

生
き

方
を

根
本

か
ら

揺
る

が
せ

改

変
さ

せ
て

く
れ

る
。

 

 
私

の
場

合
は

そ
の

揺
ら

ぎ
が

長
く

続
い

た
。

支

援
者

に
「

授
業

で
こ

の
子

に
は

分
か

ら
な

い
よ

う

な
こ

と
を

先
生

が
話

し
て

い
る

。
そ

れ
を

ず
っ

と

聞
い

て
る

っ
て

、
し

ん
ど

い
ん

と
ち

ゃ
う

か
な

？
」

と
聞

く
。「

ク
ラ

ス
の
全

部
の

子
が

、
授

業
で

先
生

の
言

う
こ

と
を
み

ん
な

わ
か

っ
て

聞
い

て
い

る
と

思
う

？
 

同
年

代
の

子
ど

も
た

ち
と

一
緒

の
空
気

を
吸

っ
て

一
緒

に
行
動

す
る

。
そ

れ
が

大
き

な
学

び
に

な
る

の
よ

」
と

答
え

て
も

ら
っ

て
、

そ
う

な

の
か
ぁ

と
思

う
。「

あ
な

た
の

生
き

て
い

る
世

界
の

地
続

き
に

子
ど

も
が

い
る

っ
て
思

え
る

か
ど

う
か

。

そ
う

で
は

な
く

、
私

の
子

ど
も

は
、

私
の

い
る

世

界
で

は
な

く
、

ど
こ

か
安
全

で
保

護
さ

れ
た
別

の

世
界

に
い

る
も

の
っ

て
思

う
の

か
っ

て
こ

と
」
。
そ

う
聞

い
て

、
よ

う
や

く
腑

に
落

ち
納
得

で
き

た
。

 

 
息

子
が

中
三

の
夏

、
英
国

・
ロ
ン
ド
ン

の
学

校

や
団
体

を
見

学
す

る
ツ

ア
ー

に
息

子
と

一
緒

に
参

加
し

た
。「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
（
特
別

な
教

育
的
ニ
ー
ズ

）
を

有
す

る
子

ど
も

た
ち

を
、

受
け

入
れ

て
い

ま
す

」

と
い

う
小

学
校

も
見

学
し

た
。「

で
も

、
走

り
回

っ

た
り
騒
ぐ

よ
う

な
子

は
一

人
も

見

か
け

な
か

っ
た

わ
ね

」
と
同

行
の

先

輩
母

が
学

校
を

出
た

後
小
声

で
言

っ
た

。
「

大
阪

で
は

そ
う

い
う

子
も

受
け

入
れ

て
い

る
の

に
ね

。
大
阪

の

方
が

進
ん

で
る

ん
と

ち
ゃ

う
？

」
翌

日
訪
ね

た
障

害
当

事
者
団
体

で
、

「
英
国

で
は

教
育

に
関

す
る
法
律

に
『

一
緒

に
教

育

を
受

け
る

こ
と

に
な

る
子

ど
も

の
教

育
を
妨
げ

な
い

』

と
い

う
条
項

が
あ

り
、

障
害

児
の

普
通

学
校

へ
の
統

合
の
妨
げ

と
な

っ
て

い
る

」
と

聞
い

た
。「
日

本
で

は

昔
『

就
学
猶
予

』
で

学
校

に
行

け
な

い
障

害
を

持
つ

子
を

地
域

の
先

生
が

受
け

入
れ

た
り

し
て

、
特

に
大

阪
で

は
体

当
た

り
で

『
と

も
に

学
ぶ

』
が

な
さ

れ
て

き
た

ん
だ

よ
ね

」
「
凄

い
こ

と
で

す
よ
ね

」
。

先
輩
母

と
そ

ん
な

会
話

を
交

わ
し

た
。

 

 
私

た
ち

の
国

で
は

「
障

害
を

持
つ

子
の

た
め

に
特

別
の

教
育

が
必

要
だ

」
と

言
う

。「
他

の
子

の
教

育
の

妨
げ

に
な

ら
ぬ

よ
う

に
」

と
は

、
た

と
え
思

っ
て

い

て
も

言
わ

な
い

。
真
綿

で
く

る
む

よ
う

に
や

さ
し

く

包
ま

れ
る

。
そ

れ
を

心
地

よ
く

受
け
取

る
か

、
息
苦

し
い

と
感

じ
て

振
り
ほ

ど
こ

う
と

す
る

の
か

。
 

 
い

ろ
い

ろ
思

い
出

し
考

え
な

が
ら

こ
の

文
章

を
書

い
て

い
る

と
、

息
子

が
つ

け
っ

放
し

に
し

て
い

た
テ

レ
ビ

か
ら
カ
レ
ー

の
コ

マ
ー

シ
ャ
ル

が
流

れ
て

き
た

。

「
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー

を
持

っ
て

い
る

息
子

が
、

は
じ

め
て
カ
レ
ー

を
食
べ

た
ん

で
す

。
�
�
み

ん
な

一
緒

っ
て

、
い

い
で

す
ね
～
！

」
画
面

に
目

を
や

る
と

、

カ
レ
ー
皿

を
囲

ん
で
談
笑

す
る
男

の
子

と
家
族

の
特

大
の
笑
顔

が
飛

び
込

ん
で

き
た

。
 

（
著

者
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）

 
パ

ー
ト

勤
務

の
主

婦
。

自
閉

症
を

持
つ

成
人

し
た

息
子

が
い

ま
す

。

市
民

活
動

、
文

化
活

動
に

も
励

ん
で

い
ま

す
。

 

言いたい放題！ アッキー28 号（26）    「ともに学ぶ」と私 



（作らずにはいられない）        ＬＩＰ ２０１８／０４ 

〈３〉 

 わたしはひとつの真理に到達しつつあるのか

もしれない。そんな話をひとつ。 

 

 最近、いろんな発酵食品を手作りしている。

きっかけは、ぬか漬けだった。 

 スーパーで買ってくるぬか

漬けって、たいていあまり美味

しくない。だからあまり食べて

いなかった。でも、京都の錦市

場に行ったときに買った漬物

が美味しくて、漬物ってこんな

に美味しかったっけと思わさ

れた。自分で作ってみたくなっ

て、小さな密閉容器に市販のぬ

か床を入れて、冷蔵庫で漬けて

みたところ、これがなかなかの

出来で、美味しくいただけた。

ついつい凝って、いろんなもの

を漬けたりもしてみた。どれも美味しい。スー

パーの漬物とどこが違うのか？ いろいろ考え

てみた。市販の漬物のなかには、乳酸菌発酵し

てなくて、それっぽい味付けがしてあるだけの

ものもあったりするけど、それだけではなさそ

う。乳酸菌の元気さが違うのではなかろうか。

手作りだと、バリバリ現役で醸し中の乳酸菌だ

らけだけど、市販の漬物では長持ちさせるため

にはあまり元気すぎる菌だと発酵が進みすぎて

全部酸っぱくなりそうだ。 

 そこでフト、わたしは思った。発酵食品って

いろいろあるけれど、もしかすると、どれも自

作のほうが美味しいのではないのか？ そうい

えば、以前、味噌を自作してみたことがあるけ

ど、あれもめっちゃ美味かったような。 

 

 思いついたら作らずにはいられない♪ 

 

 まず、ヨーグルトメーカーを買い込んだ。い

ろんな発酵パターンを想定して、温度調整がで

きるタイプにした。市販の牛乳に市販のヨーグ

ルトをまぜて、40℃で一晩寝かせる。簡単にで

きた。ふつーに美味しい。甘酒

も作ってみた。おかゆを作って、

米麹をまぜて、これは 60℃で一

晩寝かせる。甘い。美味しい。 

 やりだしたら止まらないの

はわたしの悪い癖だと思う。次

は納豆。市販の水煮の大豆に市

販の納豆を混ぜて、これは 40℃

で一昼夜寝かせた。あっさり系

でこれも美味い。基本、混ぜて

寝かせるだけなので、めちゃ簡

単だ。 

 もしかすると、わたしの仮説

は正しいのかもしれない。「発

酵食品は、自作が美味い」 

 

 他に発酵食品はなかったっけ。調べてみると、

いろいろある。自分の嗜好もあるので、興味を

惹かれたのはチーズ！ これもお手軽にできる

らしい。お酒もアルコール度数１％以下という

制約はあるらしいが、意外に簡単にできるらし

い。これもやってみないと落ち着かない(^_^;) 

 材料も簡単に手に入るようだ。わたしの仮説

が真理だと証明される日も近い（かもしれない）。 

（ＬＩＰ編集局 わたなべ） 

 人類は“作る”動物だ。石器時代から営々
と、自らの手を使い、様々なものを作り出
し続けてきた。あふれるほどのモノたちが
簡単に手に入る文明の時代に生きる私たち
だが、ふいに先祖返りのように“作る”衝
動におそわれるときがある。 
 このシリーズは、そんな「作らずにはい

られない」、ひとりの男の記録である。 



（鶴島昭雄さんに聞く「戦争の体験」）  ＬＩＰ ２０１８／０４ 

〈４〉 

 第二次大戦中米軍の爆撃で家を焼かれ、両親や家

族を失った子供たちが放置されて救済なく、施政の

全ては連合軍総司令部（ＧＨＱ）に握られていた。

コッペパン一つも手に入らない食糧難で、栄養失調

死や餓死する者が続出した。このような悲惨な状態

の中で、路頭に迷ってしまった子供の数は、1947年

の統計によると全国戦災都市の総計で約123000 人

とされたが、実際はもっと多かったと推定される。 

 1946年、私は旧制中学４年生だったが、父との和

解もあって、時々西宮の実家に帰ったりしていた。

そんな12 月の寒い日、戦災孤児〝かっちゃん〟に

出会った。それはちょっ

とした出来事がきっか

けだった。その頃、アー

チ型の旧阪神デパート

ビル入り口に向かって

左側の道路脇に３人の

靴磨きの子供たちがいた。丁

度私が彼等の前を通り掛った

時、３人の中で一番年下の少

年に靴を磨かせていたアメリ

カ兵が、いきなり大声で怒鳴

りつけると靴磨きの道具を蹴

り飛ばし、子供の胸を蹴り倒

した。10 才くらいと思われる

２人の少年達が慌てて米兵の

前に両手を広げて立ち塞がっ

た。危険を感じた私は、駆け寄

って声を掛けた。「この子供た

ちは戦災で家や両親を失った

孤児です、磨くのが下手だっ

たかも知れませんが、許してやって下さい」、と丁

重に話しかけた。米兵は、黙って10 円紙幣とガム

を２個少年の前に置き、小さい声で「ソリー」と言

って立ち去った。短気な性格らしかったが、やや恥

ずかしそうにしていた。年かさの少年達に聞いた話

では、その子の名は〝かつじ〟と言い、年は５才で

広島から来たらしいが、苗字も住所も両親の名も知

らないらしい。仲間達は〝かっちゃん〟と呼んでい

る。右の頬と右手首に火傷らしいケロイドがあった。

３人とも痩せて血色が悪く垢にまみれていた。かっ

ちゃんは「おおきに」と言って、にーと微笑んだが

涙に濡れた目は意外に澄んでいた。彼らの親方は、

靴磨きの道具を貸し、売り上げを得る代わりに、寝

所とわずかばかりの食事を与えていたらしいが、悪

い人とは思えなかった。〝かっちゃん〟は、多分広

島の原爆で家も両親も家族も失い、かろうじて生き

残り、大阪に辿り着いたと思われた。 

 それから３ヶ月間、私は数度〝かっちゃん〟と会

い、焼き芋やチョコレートを渡した。〝かっちゃ

ん〟は、私を「兄ちゃん」と呼び、私に会うと心か

ら嬉しそうな笑顔を見せてくれた。1947 年の４月

初め、春というのに肌寒い日、デパート横に“かっ

ちゃん”の姿が無かった。

２人の少年に訊いてみ

ると、年かさの少年がポ

ツリと「あいつ死によっ

た」と呟いた。「えらい熱

出しよって3日ほどで死

によった、原爆や」。思いがけ

ない言葉に私は固まってしま

った。余りにも悲しい言葉だ

った。たった５才の幼い命は

両親や家族を失って彷徨った

挙句、消えてしまった。私の両

眼から涙が溢れ出た。「かっち

ゃんはな、何べんも何べんも

〝兄ちゃん〟と呼んどった」。

それを聞いて又涙が溢れ出た。 

 戦災孤児の調査が始まり、

収容施設が出来たのは、1947

年のこの頃からだった。菊田

一夫原作のラジオドラマ鐘の

鳴る丘はこの年の７月から1950 年12月まで、600

回にわたって放送された。その主題歌〝とんがり帽

子〟が流れると私は〝かっちゃん〟を思い出して

胸が痛んだ。このドラマは、戦災孤児の収容施設が

舞台で、孤児達の淋しい思いや絶望、苛立ち、仲間

との友情、無き両親への思いなどが描かれ、その集

団生活の中で希望を見つける孤児達を描いていた。

戦争の傷跡は無情極まりない。私は〝かっちゃん〟

を戦災孤児でなく、戦争孤児と呼びたい。 

 文／画 鶴島昭雄  

鶴島昭雄さん（枚方在住）に聞く 

「戦争の体験」(18) 

戦災孤児 



（思い出話……浪華から大阪へ）    ＬＩＰ ２０１８／０４ 

〈５〉 

 今回は船場のお話をしたいと思います。前回にも書

きましたが船場と島之内は異なったエリアです。通常

「船場、島之内」と言われますので今では広く同じエ

リアだと思っている方が多いようです。 

 昔から船場は土佐堀川から南、長堀川(今の地下駐車

場)から北、東は東横堀川から西、西は西横堀川から東

の地域を言います。 

 前回にも書きましたが此の地域は大坂城三ノ丸構築

の時にその場所にあった商家を西の方に遷して現在の

船場が出来たと言われています。 

 次に「船場」の東西の通りの名称と南北の筋の名称

を書き出してみたいと思います。 
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 船場を東西に走っている通りの町名は、土佐堀川か

ら南へ土佐堀通(古くは北浜通)－今橋－高麗橋－伏見

町－道修町－平野町－淡路町－備後町－安土町－本

町・・・此所までが北船場

と言われました。 

 それより南の南船場は

上記の本町から－南本町

－唐物町－北久太郎町－

南久太郎町・・・此の南本

町から南久太郎町までは

中央大通りとして阪神高速１３号線が通り、その下が

繊維問屋街になっています。又その地下には大阪地下

鉄中央線が近鉄と相乗りして生駒まで走っております。 

それより南は北久宝寺町－南久宝寺町－博労町－順慶

町－安堂寺町－塩町、そこで長堀川に至り船場はおし

まいです。 

 此で「船場」の東西に走っている道はおわり、その

南に有った長堀川(今は地下道路と駐車場)から南は道

頓堀川までが島之内となります。東西の横堀川も道頓

堀川で無くなります。道頓堀川より南は千日前となり

ます。 

 

「船場」を南北に走っている筋の名称 

 

 嘗ては色々な筋がありましたがそれらを今の名称と

あわせて書いてみますと、東から東横堀筋、箒屋町筋、

板屋橋筋、八百屋町筋、堺筋、難波橋筋(藤中橋筋)、

中橋筋、三休橋筋、丼池筋、心斎橋筋、御堂筋、御霊

筋(佐野屋橋筋)、渡辺橋筋、横堀筋(西横堀筋)。 

 この中には南北の御堂さんや御霊神社により途切れ

た筋がありますが、現在も大阪の中心の道路として認

知されている筋は、堺筋、三休橋筋、丼池筋、心斎橋

筋、御堂筋、です。 

 上記の通り「船場」の「通り」と「筋」の概略を書

きましたがその中で大阪を代表する「御堂筋」につい

て書いてみたいと思います。 

 今では「御堂筋」は大阪駅と難波を結ぶ市の幹線道

路ですが、嘗ては「船場」と「島之内」を走る普通の

道路でした。唯沿道に北の御堂さん(西本願寺派)と南

の御堂さん(東本願寺派)がありました。 

 大正８年(１９１９）に第６代大阪市長になった池上

四郎氏が難波－梅田新道間の全長４キロを幅４４メー

ターに拡大する計画を発表しました。 

 大正１２年（１９２３）に池上氏の後任として大阪

市長に就任された元助役の関一氏が此の計画を実行に

移しました、御堂筋は当初３.３間幅(約６ｍ)でしたが、

それに沿っていた「淀屋橋筋」を併せて幅４４メータ

ーに拡張した道路を建設、同時にその地下に大阪初の

地下鉄を難波駅まで走らせました。その殆どがオ－プ

ンカットの工事でしたが用地回収などに相当時間が掛

かり大正１５年(１９２６

年)に地下鉄御堂筋線と併

せて総工費３,３７５万円

を掛けて御堂筋が完成し

ました。地下鉄の駅を見て

頂くと解りますが淀屋橋、

本町、心斎橋の各駅はドー

ム型の立派な駅で、そんなに手直ししなくても現在の

１０両編成の列車が運行出来ています。 

 此の御堂筋線が実際に開通したのは昭和８年(１９

３３年)で、梅田駅(仮駅)～心斎橋駅間を単車運行で始

めました。私が知っている戦前の地下鉄は車両が今よ

りも小さく２，３両連結だったと思います。単車の時

はまだ車内アナウンスが無く、総て次の駅名を車掌さ

んが伝えていましたが､それが２,３両になって初めて

車内アナウンスで次の駅が拡声器で伝えられました。

唯機械の都合でしょうか「心斎橋」の（し）が（ひ）

に近い音になっていた様になっていたのを覚えており

ます。しかし混んでいた車内で拡声器から聞こえる車

内放送の声が珍しく、世の中の進歩を感じた記憶があ

ります。 

 此でいったん思い出話を打ち切りたいと思っており

ます。まだ書き足らない事が色々ありますが又の機会

に譲らせて頂きます。 

 今回はＰＣの「Wikipedia」のお世話になりました。 

 

「おわり」 

  ├ 小田川徳男  



（五行歌・原発賠償訴訟）       ＬＩＰ ２０１８／０４ 

〈６〉 

 

 ２月22 日(木)大阪地方裁判所（以下、大阪地裁）で、原

؇ఈąԉขਈਈ�ଇ17 回期日が行われました。これは

2011ฅ༏༂܆�ค؉༂इఅଇ༂̅༂༂؇؉ȆคԆ�ԉข

に避難してきた人たちが、国と東電に対し、原発事故の真

相究明と責任の追及、損害の完全賠償、被災者全員に対す

る暮らしの支援を求める裁判です。 

 大阪地裁では1 月初めから入庁者に対して金属探知機等

で所持品検査を行うようになりました。その関係か、傍聴

券の抽選時間が1 時15 分とこれまでより早まり、傍聴券の

配布場所も別館入口に変更されました。それを知らず後で

来た人もいたのですが、時間までに傍聴券を求めて集まっ

た人は、104 人。抽選に外れ法廷に入れない人のために、

地裁の隣にある弁護士会館で法廷とほぼ同時進行で模擬裁

判が開かれました。 

 法廷では、原告から準備書面48「低線量被ばくの健康影

響について」が提出され、被告・国からは第24 準備書面（被

告・国の地震に関する責任に関する原告の主張に対する反

論書面）、第25ฆ�؆༂༏༏༏༏༏คȅఅขࠅЅ؆ଇ܅�

づいた原告の主張に関する反論書面）、第26 準備書面（被

告・国の結果回避義務に関する主張に関する書面）が提出

されました。 

 準備書面48 については、弁護団からパワーポイントによ

る内容説明がありました。京都訴訟で原告側証人として立

った医学博士・崎山比早子先生の専門家証人尋問を踏まえ、

「低線量被ばくにおいても、安全だという『閾値』はなく、

被ばく線量に比例してリスクが直線的に上昇するとする

『ＬＮＴモデル』が科学的合理性を有すること」を論証す

る内容でした。 

 閉廷後模擬裁判の行われた会場で報告集会が開かれまし

た。原告や関連訴訟、関連団体からの報告の中でいちばん

驚かされたのは、復興庁の発表する避難者数についての最

新情報です。大阪府所在避難者人数が88 人から793人と

大幅に修正されたことは前々回期日の際に聞きましたが、

༄ଆ���Ԇଅ�ค�̅Ѕค܆ࠆ�ࠈ��ข༂�Ѕ��

ていないということ。大阪市は公営住宅に住んでいる47

世帯の人数をあげているだけということで、森松さんがこ

の日午前中に電話で確認したところ、「はい。あなたたち

は人数に入っていないです」との返答。「入れてください

よ」と森松さんが言うと、「他にも人数から漏れている人

がいるといけないから、そのままで」と言われたというこ

と。これは一体どういうことでしょう？ 正月に南相馬市

に里帰りした原告からは、買い物に行ったスーパーで、一

年前は年配者しか見かけなかったのに、今回は子ども連れ

の家族でどの店もいっぱいだったというお話。3月16 日ス

イス・ジュネーブの国連人権理事会本会合で森松さんがス

ピーチを行うことも聞きました。（ストの影響で、スピー

チは19日実施。） 

 3月15 日には京都地裁で、翌16 日東京地裁で、原発避

難者による賠償訴訟の判決が下り、共に国・東電の双方に

責任を認め賠償の支払いが命じられました。22 日には東電

のみを訴えたいわき訴訟の判決で、東電の賠償責任が認め

������༂؉̅��ࠈ܅؇ఈąԉขਈਈ�ଆଇ18

回期日は、5 月31 日（木）午後２時開廷です。 

（とよたかあきえ） 

「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判 

原発賠償関西訴訟第 17 回期日の傍聴に行きました。 
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（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１８／０４ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

＊＊無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ＊＊ 
 
・バザー  3/23(水)・4/25(水)・5/30(水) 
   ：市役所前の岡東町公園にて   10:30～ 
 
お近くにお越しの際にはぜひいらしてください。皆でお待ちし
ております＾  ^

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
障害者労働センター  枚方市中宮山戸町10-12-101 
TEL072-343-0503 
ネットショップ URL:http//paso0503.cart.fc2.com 

音楽でリフレッシュ！ 
 
快い音でゆったりとした楽しい時間を仲間と一緒に思いっき
り声を出して心身共にリフレッシュしませんか？ 
◇日時：４月８日（日）12：30～14：00 
 場所 南部生涯学習市民センター ２階音楽室 
◇日時：４月19日（木）14：00～15：30 
 場所 サンプラザ生涯学習市民センター ５階視聴覚室 
※参加費：500円（初回無料） 
申し込み・問合先 音楽でリフレッシュ！   担当：中嶋 
           ＴＥＬ：０７２－８４０－５４９３ 

「今ここにある時間 －こどもテラス写真展－」 
 
●主催：こどもテラス（障害者施設）、花歌（写真家） 
●期間：2013年４月２日（月）～４月２８日（土） 
●時間：9：30～17：00（最終日16：00） 
●会場：カフェ ルポン（＊カフェですので飲食が必要です） 
    枚方市高田2-20-17 電話072-396-3735 
 
 枚方市にあるこどもたちの障害者施設「こどもテラス」のこ
どもたちの写真展です。 
 障害者理解と、障害者と地域住民とのつながりをテーマに開
催します。 
 障害者のなかでもとくにこどもの写真を一般の方が目にす
る機会はほとんどありませんが、可愛いこどもの姿は、障害者
理解にとても大きな影響力があると考えています。 
 保護者のみなさんの理解を得て、ふだん接することがない障
害のあるこどもたちに触れていただきたく開催いたします。 
＜連絡先＞ 
花歌（樺井 良祐） 
電話 090-6326-3756 
Ｅメール fpaper.mari＠gmail.com 
ＷＥＢサイト http://fpapermari.wix.com/hanauta 

第11回ふれあいサイクルイベント ボランティア募集 
 
 障がいをもった方々と１泊２日のサイクリングや観光を昨
年タンデム自転車の公道走行が可能になった島根県を舞台に
行います。イベント実施にあたってボランティアとしてお力添
えをお願いいたします。 
☆日時：4月14日（土）７時ラポール前・バス発～15日（日）
19時ラポール前解散  
☆参加費：19000円 
☆内容：美保関、中海など島根県のサイクリングなど 
☆主催：NPO法人サイクルボランティアジャパン 
☆申し込み・問合せ先：090-6370-6244、大島 

「枚方自閉症児(者）親の会」 ３月例会 
 
＊日時 ４月２３日(月)10時～12時 
＊場所 ラポールひらかた４階共用ルーム 
＊連絡先 松崎 072-945-3014  鬼塚 072-341-3515 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 153 号 今号の発行部数 1250 部］ 

次号（５月号）は、４月２９日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙、Ｐ７：平井由恵  

 Ｐ２：よし美 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ カフェレストラン風鈴火山 [枚方市牧野阪2-5-19  072-856-3799] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ ギャラリー天野が原 [交野市天野が原町５丁目20-5] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1  0774-88-5846] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市梅が枝55-13 072-893-0020] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2  0774-88-2394] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

41,395 前号から繰り越し 

▼700 郵送代 

▼500 ３月ロッカー代 

▼4,170 ３月号印刷代 

31,025 計（次号へ繰り越し） 

 

応援よろしくお願いします！ 

ＬＩＰはみなさんの寄付で成り立って

います。 

■４月３４（火）に行われる、ひらかた子育て支

援ネットワーク主催のおまつり「さくらマルシ

ェ」。ここに、今年もシャボン玉おじさん、出動し

ます♪ サプリ村野にて１０時～１５時です。親

子で楽しく過ごさる場所です。ぜひどうぞ♪（ｗ） 

 

■ＬＩＰは市民が伝えたいことを書き、市民が印

刷し、市民が配布する地域密着型情報紙です。 

あなたも紙面に登場してみまさんか？ 


